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はじめに 

 

 2017年度に設置された「法政アクティブリサーチ」は、今期で第６期（2022年度後期～202

3年度前期）を迎え、今期もまた、多様なテーマでさまざまな団体へのヒアリング調査が行

われた。本報告書はその活動内容とその成果を報告するものである。 

「法政アクティブリサーチ」は、学生が主体となって、法制度や政治・行政の実態に関す

る調査研究を行うもので、通常の授業における座学とは異なり、大学の外へ出て、社会・制

度の実態を、ヒアリング調査を通じて知ることで、学生の「学び」や「成長」を促すことを

目的としている。それゆえ、本科目は、本学法学部の科目の中でも他にない特徴を有する科

目となっている。 

本科目では、学生自らが（もちろん教員が適宜アドバイスするが）、具体的なテーマ・問

いを設定し（大きなテーマは教員が設定する）、ヒアリング調査先の選定、調査日程の計

画・相手先との調整、質問内容の精査・決定、 ヒアリング調査の実施、そのまとめと考察

を行う。これらの過程では、さまざまな問題があったことと思うし、受講生らは、これら発

生した問題に戸惑いながらも、それになんとか対処し、解決するため、クラスや班で、話し

合い、協力して問題解決にあたったことと思われる。特に、ヒアリング調査には、一定の制

約や予想外の出来事が随所にあったと思うが、学生らは、そのようなアクシデントや困難を

乗り越え、本報告書を見事に完成させてくれた。このようなプロセスそのものもまた、「学

び」の重要な過程である。読者のみなさんは、学生らの報告書完成に至るまでのさまざまな

ハードルとその乗り越えの経験、そしてこれらのことが学生らの成長の過程であることにも

思いを馳せながら一読いただくと、 本報告書のまた違う良さを体感していただけるのでは

ないかと思う。  

本報告書が完成に至るまでには、さまざまな方々や団体のご協力があった。ヒアリング調

査を快く引きけていただいた団体のみなさま、学生スタッフ、事務のみなさまのご協力なく

して本報告書の完成はあり得なかった。その意味で、本報告書は、ご協力いただいたすべて

のみなさんによって作成されたものでもある。本報告書にご協力いただいたみなさんに、担

当教員を代表して心よりお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。  

 

2023年6月20日 

 

担当教員を代表して 玄 守道 
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